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シリーズチャペル＜経済と倫理＞
　

２
０
１
４
年
の
年
末
、
石
油
価
格
の
暴

落
に
よ
っ
て
、
世
界
経
済
に
激
震
が
走
っ

て
い
ま
す
。
同
時
に
、
同
年
１
１
月
に
フ

ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
（
フ

ラ
ン
ス
国
籍
の
若
者
）
に
よ
る
テ
ロ
事
件

が
起
き
ま
し
た
。
シ
リ
ア
・
イ
ラ
ク
国
内

で
イ
ス
ラ
ム
国
家
と
称
す
る
過
激
派
集
団

が
成
長
し
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
と
っ
て
、
巨
大
な
リ
ス
ク
が
蓄

積
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
２
０
１
５
年
春
に

は
、
日
本
も
参
加
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）交
渉
は
、妥

結
目
前
の
段
階
に
到
達
す
る
形
勢
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の
是
非
は
、
日
本
で

も
大
き
な
政
治
問
題
で
し
た
。
二
国
間
又

は
複
数
国
間
の
経
済
統
合
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
設

立
協
定
に
整
合
的
と
い
っ
て
も
、
複
数
国

の
間
で
の
み
、
域
内
で
の
市
場
ア
ク
セ
ス

を
自
由
化
し
、
内
国
民
待
遇
を
保
障
す
る

の
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
内
外
無
差
別
原
則
の
例

外
で
す
。つ
ま
り
、ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
を
、

国
際
法
上
、
合
法
的
に
差
別
す
る
こ
と
を

認
め
る
協
定
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

　

１
９
９
５
年
に
妥
結
し
た
ウ
ル
グ
ア

イ
・
ラ
ウ
ン
ド
（
多
角
的
貿
易
交
渉
）
に

続
く
ド
ー
ハ
・
ラ
ウ
ン
ド
は
、
先
進
国
と

新
興
国
の
対
立
で
新
た
な
ル
ー
ル
構
築
に

事
実
上
失
敗
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
北
米
、

中
南
米
の
一
部
の
諸
国
、
東
南
ア
ジ
ア
の

一
部
の
諸
国
、
豪
州
、
そ
れ
に
日
本
を
含

め
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
締
結
交
渉
が
、
本
当
に
妥

決
す
れ
ば
、
世
界
経
済
に
新
た
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
日
本
政

府
の
参
加
決
定
で
、
最
も
あ
わ
て
た
の
は

韓
国
政
府
で
し
た
。
韓
国
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
だ
け
で
は
な
く
中
国
と
も
、
Ｅ
Ｕ
と
も

ア
メ
リ
カ
と
も
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し
、
日

本
と
の
締
結
は
先
送
り
し
続
け
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
を
制
度
的
な
経
済

統
合
の
外
に
お
く
こ
と
で
、
日
本
企
業
が

不
利
な
競
争
条
件
に
お
か
れ
た
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
競
争
に
敗
れ
た
日
本
の
企

業
か
ら
、
優
秀
な
技
術
者
が
韓
国
企
業
に

流
出
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
起
動

で
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
異
次
元
の
金

融
緩
和
の
結
果
、
円
安
水
準
が
定
着
し
、

韓
国
企
業
の
競
争
上
の
優
位
が
崩
れ
は
じ

め
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
日
本
が
参

加
す
る
こ
と
で
、
日
本
を
差
別
す
る
貿
易

上
の
効
果
は
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
反
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
運
動
が
、
近
年
、
ま

す
ま
す
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
実
際
、
貿
易
・
投
資
の
自
由
化
の
恩

恵
を
受
け
ら
れ
な
い
か
又
は
差
別
的
な
扱

い
を
う
け
る
地
域
が
、
南
西
ア
ジ
ア
、
北

ア
フ
リ
カ
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
を
中

心
に
存
在
し
、
多
数
の
若
年
失
業
と
貧
困

の
堆
積
や
環
境
破
壊
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
背
景
が
、
原
理
主
義
に
走
る
若
者

を
増
加
さ
せ
る
大
き
な
背
景
に
な
っ
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
日
読
ん
で
い
た
だ
い
た
聖
書
の
個
所

で
、
イ
エ
ス
様
は
、「
も
っ
と
も
小
さ
き

者
に
し
た
こ
と
は
、
私
に
し
て
く
れ
た
こ

と
な
の
で
あ
る
。」と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
個
所
は
、
十
字
架
に
掛
け
ら
れ
る
前

の
イ
エ
ス
様
が
語
っ
た
、
最
後
の
審
判
に

関
す
る
物
語
と
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
王

と
家
来
の
関
係
で
な
さ
れ
る
論
議
を
、
イ

エ
ス
様
と
律
法
学
者
が
交
わ
し
た
口
論
を

反
映
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
非
常
に
理

解
し
や
す
い
の
で
す
。
イ
エ
ス
様
は
、
誰

か
他
の
人（
特
に
、少
数
者
）の
立
場
に

立
っ
て
考
え
る
力
が
い
か
に
大
事
か
語
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
他
の
人
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
る
能
力
の
欠
如
こ
そ
が
、
世
界
を

存
続
の
危
機
に
陥
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
生
み
出
す

苦
痛
と
困
難
に
対
し
、
最
大
限
に
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
働
か
せ
、
行
動
を
起
こ
す

こ
と
こ
そ
現
代
の
正
義
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
貿
易
・
投
資
を
規
制
す
る
だ
け

で
は
、
結
局
、
低
開
発
と
貧
困
を
温
存
す

る
結
果
を
招
く
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。 

■

井
口
　
泰
　
教
授
（
労
働
経
済
学
）

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お
け
る
正
義

 

（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
25
：
31
〜
40
）

2014年
12月18日
木曜日


	エコノフォーラム21No21（教員版）
	052_p052_チャペル講話_人間を考える_安岡先生
	053_p053_チャペル講話_経済と倫理_井口先生




